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平成25年度 構造物技術交流会

鋼鉄道橋の変状調査・対策に鋼鉄道橋の変状調査・対策に鋼鉄道橋の変状調査・対策に鋼鉄道橋の変状調査・対策に

関わる受託業務事例関わる受託業務事例関わる受託業務事例関わる受託業務事例
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・橋梁の全線踏査

（３） リニューアル技術

（１） 橋梁調査

（２） 対策方法の検討

全体把握

詳細調査

対応方の検討

鋼構造物の維持管理に関する事柄

対策方法の

検討
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・旧式鋼橋脚に関する

検討（耐震）

・騒音に関する検討

対策方法の

検討

耐震性の評価と

対応方の検討

騒音源の推定と

対応方の検討

・ 塗膜調査

・ 変状に対する
原因推定
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（１） 橋梁調査
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き裂

き裂

・対策方法のご提案

・今後の検査時の留意点のご提示

・変状の把握

腐食

腐食

支承部の変状

支承部の変状
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縦桁・横桁連結部からのき裂の例

疲労き裂

縦桁

横桁

き裂の発生

縦桁

レール

（２） 対策方法の検討

主桁

横桁
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横桁

実橋測定

鋼材のき裂

縦桁

非破壊調査 解析

磁粉探傷
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（２） 対策方法の検討

・対策方法のご提案
切欠き部を開閉口さ

せる変形

まくらぎの変形による

腹板の面外変形

 

縦桁

横桁

縦桁

 

原因推定

横桁
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・今後の維持管理上の着目箇所や留意点を提示

レール継目付近の縦桁

腹板下端の切欠き部

縦桁

横桁

主桁

レール継目

縦桁の腹板に

切欠きがある

・対策方法のご提案せる変形 腹板の面外変形
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（３） リニューアル技術

鋼鉄道橋の経年の増加

鋼鉄道橋の架け替えの増加

背景

工事桁

・仮線を用いた架け替え

・仮線を用いた架け替え・仮線を用いた架け替え

・仮線を用いた架け替え

支承部の

メンテナンス

上フランジ

面の腐食

鋼鉄道橋における課題の例

現状の架け替え方法の例
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簡易な補強でできるだけ長持ちさせたい

（リニューアル技術の開発）

工事桁

耐震性 耐荷力低下

騒音

新設桁

川田工業提供

・横取りによる架け替え

・横取りによる架け替え・横取りによる架け替え

・横取りによる架け替え
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①盛土と橋台

の一体化

②鋼桁と橋台

の一体化

頬杖あり

頬杖無し

(a)盛土・橋台・鋼桁一体化橋梁
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施工前 施工後

・橋台の耐震性向上

・支承部のメンテナンスフリー
・耐荷力向上

本研究は補助金を受けて実施しました。
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L2地震レベル以上

：水平変位測定箇所

(a)盛土・橋台・鋼桁一体化橋梁

結合部クラック

結合部側面クラック

旧式橋梁の設計震度

L2地震動

水
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：く体の損傷
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・施工性を考慮した新しい技術をご提案

隅角部：微細なクラック

L2地震レベル：水平変位10mm程度

水平荷重－変位関係

図 水平方向載荷試験結果

本研究は補助金を受けて実施しました。
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(b)合成構造化
鋼桁と床版を一体化

床版設置

ずれ止めボルト

設置

鋼桁

リベット

床版と鋼桁の

一体化

床版（プレキャスト部材）と鋼桁の一体化
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モルタル充填・完成軌道部材撤去＆床版設置

施工前

横桁・ブラケット設置

ブラケット

・上フランジの腐食防止 ・騒音低減・耐力向上

本研究は補助金を受けて実施しました。
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(b)合成構造化

完全合成（計算値）

（8mの桁試験体の結果）
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・施工性を考慮した新しい技術をご提案
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図 載荷試験結果
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本研究は補助金を受けて実施しました。


